
          制定 平成２０年３月１１日 

 

職 員 の 服 務 に 関 す る 準 則 

 

（総則） 

第１条 この準則は，放送法第６２条に基づき，日本放送協会の職員が，公共放送

の使命と社会的責任を深く自覚し，高い倫理観を持って職務を適切に遂行するた

めに必要な服務に関する事項を定めたものである。 

 

（服務基準） 

第２条 職員は，放送が公正，不偏不党な立場に立って国民文化の向上と健全な民

主主義の発達に資するとともに，国民に最大の効用と福祉とをもたらすべき使命

を負うものであることを自覚して，誠実にその職責を果たさなければならない。 

 

（職務専念義務） 

第３条 職員は，公共放送を支える受信料の重みを深く認識し，その勤務時間およ

び職務上の注意力のすべてをその職責遂行のために用いなければならない。 

 

（諸規定の遵守義務） 

第４条 職員は，放送法その他の法令および協会の諸規定を遵守しなければならな

い。 

 

（信用失墜行為の禁止） 

第５条 職員は，日本放送協会の名誉や信用を損なうような行為をしてはならない。 

 

（職場秩序の保持） 

第６条 職員は，その職務の遂行にあたっては，互いに人格を尊重し，かつ協力し

て職場秩序の保持に努めなければならない。 

 

（機密保持） 

第７条 職員は，職務上知ることのできた機密（個人情報を含む）を漏らしてはな

らない。退職後も同様とする。 

 

（情報の私的利用の禁止） 

第８条 職員は，職務上知ることのできた情報を個人の利益のために利用してはな

らない。 

 

（職員の兼職禁止） 

第９条 職員は，上司の許可を得ることなく，事業を営みまたは他の業務に携わっ

てはならない。 

 



（違反に対する処分） 

第１０条 この準則に違反した場合は，就業規則に基づき懲戒処分を受けることが

ある。 

 

   付 則 

 この準則は，平成２０年４月１日から施行する。 


